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本
市
に
は
５
つ
の
中
学
校
が
あ
り
、

718
名
が
在
籍
し
て
お
り
、
４
校
で
剣

道
、１
校
で
相
撲
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

指
導
体
制
の
面
で
は
、
平
成
26
年
度

に
お
い
て
９
名
の
保
健
体
育
科
教
員
の

う
ち
武
道
経
験
者
は
１
名
で
あ
り
、
恵

ま
れ
た
環
境
に
あ
る
と
は
い
え
な
い

武
道
授
業

実
践
の
概
要
紹
介　
二
天
一
流

　

岡
山
県
美み

ま

作さ
か

市し

は
、
県
北
東
部
に
位
置
し
、
鳥
取
県
及
び
兵
庫
県
と
隣

接
し
て
い
る
。
平
成
17
年
に
5
町
1
村
の
合
併
に
よ
り
発
足
し
、
昨
年
、

市
制
10
周
年
を
迎
え
た
。
古
く
か
ら
交
通
の
要
所
と
し
て
出
雲
街
道
や
因

幡
街
道
の
宿
場
町
と
し
て
も
栄
え
、
現
在
も
そ
の
名
残
を
残
し
て
い
る
。

　

市
北
東
部
に
は
宮
本
武
蔵
生
誕
伝
承
地
、
市
中
央
部
に
は
湯
郷
温
泉
、

市
南
部
に
は
国
の
重
要
文
化
財
長
福
寺
三
重
塔
な
ど
を
有
し
、
観
光
名
所

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
な
で
し
こ
リ
ー
グ
「
岡
山

湯
郷
ベ
ル
」
の
本
拠
地
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
も
力
を
注
い
で
い
る
。

地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

中
学
校
武
道
必
修
化
の
取
組

美
作
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

1

は
じ
め
に

が
、
県
教
育
委
員
会
主
催
の
中
学
校
武

道
安
全
管
理
講
習
会
に
参
加
し
、
指
導

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
地
域
の
特
性
を
活い

か
し
た

授
業
を
進
め
て
い
る
大
原
中
学
校
の
実

践
を
紹
介
す
る
。

流
を
取
り
入
れ
た
い
と
考
え
た
。
幸

い
、
本
校
で
は
武
道
が
必
修
と
な
る
以

前
か
ら
選
択
科
目
と
し
て
実
践
し
て
い

た
。
そ
の
た
め
、
大
小
の
木
刀
の
数
が

そ
ろ
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
地
域
に
二
天
一
流
の
指
導
者

が
お
ら
れ
、
二
天
一
流
の
実
践
を
通
し

て
、
日
本
の
伝
統
を
知
り
、
さ
ら
に
地

域
に
興
味
や
関
心
を
も
ち
、
地
域
と
の

交
流
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
た
。

2

外
部
指
導
員
の
活
用
例
　
二
天
一
流

「武蔵の里五輪坊」敷地内に建つ「青年期宮本武蔵像」

岡
山
県　

美
作
市
立
大
原
中
学
校

教
諭　

近
田　

有

　

大
原
は
、
宮
本
武
蔵
生
誕
の
地
で
あ

り
、
宮
本
武
蔵
の
ゆ
か
り
の
場
所
や
、

武
蔵
武
道
館
、
武
蔵
道
場
、
五
輪
坊
、

宮
本
武
蔵
駅
な
ど
宮
本
武
蔵
に
ち
な
ん

だ
施
設
が
多
い
。

　

中
で
も
、
武
蔵
が
作
っ
た
と
さ
れ
る

刀
の
鍔
「
海
鼠
透
鍔
」（
な
ま
こ
す
か

し
つ
ば
）
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
外
観
の
武

蔵
武
道
館
は
、
剣
道
だ
け
に
と
ど
ま
ら

ず
、
空
手
道
や
少
林
寺
拳
法
、
合
気
道

な
ど
の
大
会
や
合
宿
等
が
行
わ
れ
、
県

内
外
か
ら
の
多
く
の
方
が
訪
れ
て
い

る
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
的
特
色
を
生
か
し

て
、
武
道
授
業
に
宮
本
武
蔵
の
二
天
一

外
部
指
導
者
活
用
に

い
た
っ
た
経
緯

　

二
天
一
流
は
、
竹
刀
を
用
い
た
剣
道

や
木
刀
を
用
い
た
日
本
剣
道
形
と
も
、

構
え
、
歩
き
方
か
ら
似
て
非
な
る
も
の

で
あ
る
。

　

二
天
一
流
を
授
業
に
導
入
す
る
際

に
、
本
校
の
保
健
体
育
科
教
員
お
よ
び

剣
道
部
顧
問
も
二
天
一
流
の
経
験
者
は

い
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
地
域
に
あ

る
武
蔵
道
場
に
て
学
生
か
ら
成
人
ま
で

幅
広
い
年
齢
層
を
対
象
に
、
二
天
一
流

の
稽
古
を
指
導
し
て
い
る
元
小
学
校
校

長
の
方
に
、
外
部
指
導
者
と
し
て
お
願

い
す
る
こ
と
に
し
た
。

教
員
の
役
割
と

外
部
指
導
者
の
役
割

　

教
員
自
身
が
初
め
て
体
験
す
る
種
目

で
あ
っ
た
た
め
、
外
部
指
導
者
に
前
面

に
出
て
い
た
だ
き
、
保
健
体
育
科
教
員

は
、
授
業
の
始
ま
り
の
目
標
設
定
と
終

わ
り
の
反
省
、
内
容
理
解
の
不
十
分
な

生
徒
へ
の
個
別
支
援
、
安
全
へ
の
配
慮

を
行
っ
た
。

武蔵が作ったとされる刀の鍔「海鼠透鍔」（なまこすかしつば）を
イメージした外観の武蔵武道館
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ま
た
、
授
業
実
践
の
数
週
間
前
か
ら

道
場
で
の
稽
古
に
参
加
し
て
実
技
を
学

び
、
所
作
や
木
刀
の
持
ち
方
、
模
範
演

武
な
ど
可
能
な
限
り
の
実
技
指
導
も
行

っ
た
。
授
業
は
、
2
年
生
を
対
象
（
男

女
共
修
）
に
行
わ
れ
た
。

指
導
の
概
要

全
体
の
指
導
計
画

　

指
導
計
画
の
作
成
に
あ
た
り
、
外
部

指
導
者
と
事
前
の
準
備
、
授
業
案
の
検

討
、事
後
の
検
証
等
を
行
っ
た
。ま
た
、

保
健
体
育
科
教
員
が
地
域
で
開
か
れ
て

い
る
稽
古
に
も
参
加
し
て
直
接
指
導
を

受
け
、
意
思
の
疎
通
を
図
る
よ
う
努
力

し
た
。

指
導
の
注
意
点

　

剣
道
部
員
の
生
徒
以
外
は
、
1
年
生

2
学
期
の
授
業
で
剣
道
を
行
っ
て
以
来

の
武
道
と
な
る
た
め
、
所
作
や
心
構
え

に
つ
い
て
、
外
部
指
導
者
よ
り
、
宮
本

武
蔵
の
「
五ご
り

輪ん
の

書し
ょ

」
の
内
容
に
触
れ
な

が
ら
説
明
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

指
導
内
容
は
、“
打
太
刀
”
と
“
仕

太
刀
”
に
分
か
れ
て
行
う
「
形
」
を
中

心
に
行
っ
た
。
基
本
動
作
を
踏
ま
え
た

一
連
の
動
き
が
で
き
、
二
人
一
組
に
よ

る
気
剣
体
一
致
を
意
識
し
た
打
突
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
目
標
と
し

た
。

指
導
の
実
際

　

指
導
時
数
は
全
10
時
間
と
し
、
二
天

一
流
の
歴
史
や
心
構
え
、礼
法
、所
作
、

構
え
、
素
振
り
、
一
刀
の
形
、
二
刀
の

形
を
指
導
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

用
具
の
木
刀
は
、
事
前
の
準
備
か
ら

外
部
指
導
者
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
1

人
1
本
ず
つ
使
用
し
て
学
習
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
生
徒
の
能
力
に
応
じ
て
短

め
の
木
刀
を
渡
す
な
ど
の
配
慮
を
し

た
。
ま
た
、
形
は
、
直
接
面
を
打
つ
の

で
、
慣
れ
る
ま
で
は
遠
い
間
合
い
で
練

習
し
、
徐
々
に
間
合
い
を
近
づ
け
て
い

っ
た
。

　

授
業
前
半
は
一
斉
指
導
に
よ
る
基
本

動
作
の
習
得
を
中
心
に
学
習
し
た
。
授

業
後
半
で
は
、
ペ
ア
で
の
学
習
、
グ
ル

ー
プ
で
の
学
習
も
取
り
入
れ
て
い
っ

た
。
外
部
指
導
者
の
卓
越
し
た
指
導
力

二天一流の授業の様子

１．単元の目標
　技ができる楽しみや喜びを味わい、基本動作や基本となる技を習得する。

⑴二天一流に積極的に取り組むとともに、相手を尊重し、伝統的な行動の仕方や礼法を守り、

健康・安全に気を配ることができるようにする。

⑵木刀の扱いを身体のさばき方とともに学び、相手の関係の中で技が使えるようにする。

⑶二天一流の特性、伝統的な考え方、技の名称、関連して高まる体力などを理解し、課題に

応じた運動の取り組み方を考え、判断して行動できるようにする。

外
部
指
導
員
活
用
に
お
け
る

課
題
と
そ
の
対
策

　

保
健
体
育
科
教
員
の
知
識
や
実
技
の

レ
ベ
ル
が
ま
だ
ま
だ
未
熟
な
た
め
、
稽

古
に
も
参
加
し
た
が
、
取
り
組
め
ば
取

り
組
む
ほ
ど
奥
が
深
い
も
の
だ
と
感
じ

た
。
そ
の
た
め
全
体
計
画
や
指
導
上
の

役
割
に
つ
い
て
、
外
部
指
導
者
と
綿
密

な
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
た
。

　

評
価
に
つ
い
て
は
、
二
天
一
流
の
専

門
的
な
知
識
が
不
足
し
て
い
る
保
健
体

育
科
教
員
が
行
う
た
め
、
評
価
規
準
作

成
の
段
階
か
ら
慎
重
に
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
っ
た
。

　

来
年
度
以
降
、
外
部
指
導
員
活
用
の

授
業
実
践
を
よ
り
有
意
義
な
も
の
に
す

る
た
め
に
は
、
保
健
体
育
科
教
員
の
さ

ら
な
る
指
導
力
向
上
と
、
外
部
指
導
員

の
継
続
的
な
活
用
に
よ
り
、
二
天
一
流

が
伝
統
的
に
取
り
組
ま
れ
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
感
じ
た
。

に
よ
り
、
生
徒
は
二
天
一
流
の
特
性
に

触
れ
な
が
ら
興
味
、
関
心
を
も
っ
て
積

極
的
に
形
の
流
れ
や
打
突
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
。

　

授
業
が
進
む
に
つ
れ
て
木
刀
の
振
り

が
安
定
し
て
行
え
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
間
合
い
が
近
づ
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
授
業
に
対
す
る
意
欲
も
増
し
て
く

る
の
が
感
じ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
外
部
指
導
者
が
二
天
一
流
を

通
し
て
、
形
の
習
得
だ
け
で
な
く
、
望

ま
し
い
人
間
像
や
今
後
の
生
活
に
ど
の

よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
を
説
い
て
く

だ
さ
っ
た
こ
と
が
、
生
徒
に
と
っ
て
大

変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

「
五
輪
書
」
を
も
と
に
学
習
の
心
構
え
を
説
明
す

る
外
部
指
導
者

模
範
演
武
を
す
る
外
部
指
導
者



114115 月刊「武道」　2015．8 2015．8　月刊「武道」

武道授業 実践の概要紹介 岡山県美作市

２．評価規準

関心・意欲・態度

二天一流の仕方を理解し、相手を尊重した態度で行うことができる。

礼儀作法を正しく理解し、自律的な態度をとることができる。

用具や練習場所など環境の安全を確かめ、練習においても自他の安

全に配慮することができる。

思考・判断

相手との関係の中で、伝統的な考え方を理解して形の練習に取り組

むことができる。

仲間と協力して、技を教えあいながら取り組むことができる。

技能

伝統的な行動の仕方や礼法を学び、正しい姿勢、歩き方、構えなど

の所作ができる。

基本動作を正しく理解し、気剣体一致の技を身につけることができ

る。

知識・理解

二天一流の特性や伝統に触れ、地域の伝統文化について考えること

ができる。

二天一流の礼法について理解することができる。

３．兵法二天一流　指導計画（実施）

１時間目
模範演武（太刀勢法・切差・五法勢法）、所作、歩行（つま先上がり）、木刀

の持ち方、素振り

２時間目 構え（中段・八相・下段・胸構え・脇構え）、太刀勢法　指先

３時間目 木刀の持ち方、太刀勢法　八相左

４時間目 素振り、太刀勢法　受流左

５時間目 素振り、おさらい　指先　八相左　受流左

６時間目 構え　二刀　中段　下段　、素振り　二刀　一刀（下段から）

７時間目 二刀合口　切差打留

８時間目 太刀勢法練習　指先、八相左、受流左　　＊グループで練習

９時間目 太刀勢法　　　＊ペアで練習

10時間目 発表会、反省

3

ま
と
め

　

時
間
や
生
徒
の
実
態
か
ら
、
今
回
は

一
刀
の
形
を
中
心
に
行
っ
た
。
生
徒
か

ら
は
、
二
刀
の
形
に
つ
い
て
、
も
っ
と

学
び
た
か
っ
た
と
い
う
意
見
や
、
学
ん

だ
こ
と
を
今
後
の
生
活
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
い
う
感
想
が
多
く
み
ら
れ

た
。

　

二
天
一
流
の
授
業
を
通
し
て
、
地
域

に
ゆ
か
り
の
あ
る
宮
本
武
蔵
に
つ
い
て

興
味
や
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
地

域
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
上
で
成
果

が
あ
っ
た
。

　

今
後
、
よ
り
深
く
学
ん
で
い
く
た
め

に
、
対
象
と
な
る
学
年
を
増
や
し
た

り
、
演
武
を
行
う
場
を
も
う
け
た
り
し

て
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
や
伝
統
を
守

る
態
度
の
育
成
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

一刀の形の解説。これをもとに、外部指導者が説明を加えながら生徒たちを指導する


